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【 背景 】

・

 

次世代スパコンは平成22年度末の一部稼働、平成24年の完成に

向け開発・整備が進捗。

・

 

科学技術・学術審議会の下の作業部会では、次世代スパコンの利

活用の基本的方針をとりまとめ、社会的・学術的に大きなﾌﾞﾚｰｸｽ

ﾙｰが期待できる分野(戦略分野)を国が設定するとともに、当該分野

に おける研究開発等を牽引する機関(戦略機関)を決定し、戦略的・

重点的な取組を行う「戦略ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を創設することを提言。

 

(右図)

○次世代スパコンの有する性能を最大限活用し、重点的・戦略
的に取り組むべき研究分野において画期的な成果を創出し、計

 
算科学技術の飛躍的な発展を図ることを目的に、下記取組を実

 
施する。
・各戦略分野において達成する目標（戦略目標）に沿った研究
開発の推進
・各戦略分野において、下記取組を行い、我が国の計算科学技
術推進体制の構築を図る
・次世代スパコンと他の計算資源を効率的に利用するためのマネジメント
・戦略分野における次世代スパコン利用に際しての研究支援協力
・人材育成、人的ネットワークの形成、研究成果の普及、分野を超えた取組の推進

なお、本事業の事前準備として
・平成２１年度は戦略プログラムの実行可能性調査として、研究開発課題の実
施計画、実施体制の検討、

・平成２２年度は戦略プログラム準備研究として戦略プログラムで必要なアプリ
ケーションの開発・高度化等

 

を行う。

【事業概要

 

】

(2) 戦略機関のイメージ

戦略分野Ａ
＜戦略目標＞
・重点開発事項
・人材育成

 

等

戦略分野Ｂ
＜戦略目標＞
・重点開発事項
・人材育成

 

等

(1) 戦略分野の設定と戦略機関の選定

国
（文部科学省)

戦略委員会
及び

戦略分野専門部会

戦略分野の検討

戦略分野の設定 戦略機関の決定

戦略機関の選定

公 募

戦略機関Ａ 戦略機関Ｂ

○戦略プログラム概要

次世代スーパーコンピュータ戦略プログラム
○戦略プログラム概要

平成21年7月戦略分野決定、8月戦略機関公募開始、10月戦略機関決定、11月戦略ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのFS（ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨ・ｽﾀﾃﾞｨ）開始

 
平成22年4月

 

「戦略プログラム」準備研究開始、平成23年4月

 

「戦略プログラム」開始

【 スケジュール 】

戦略機関D

戦略機関E

戦略機関A

戦略機関B「予測する生命科学・
医療

 

および創薬基盤」

「防災・減災に資する
地球変動予測」

「次世代ものづくり」

「物質と宇宙の起源

 
と構造」

ゲノム
全身

タンパク質

細胞
多階層の生命現象

組織，臓器

非定常空力・振動連成解析によ

 

る、低空気抵抗、低揺動車の開

 

発

「新物質・ｴﾈﾙｷﾞｰ創成」

戦略機関C次世代スパコン
施設※

※計算科学技術の幅広い分野を支える共通基盤的な研究開発については
設置者である理研を中心に大学等関係機関と協力して実施



事前評価票 

 

（平成２１年８月現在） 

１．課題名 次世代スーパーコンピュータ戦略プログラム 

２．開発・事業期間 平成２１年度～平成２７年度 

（平成２１年度はＦＳ（実行可能性調査）、平成２２年度は準備研究） 

３．課題概要 

  次世代スパコンの有する性能を最大限活用し、重点的・戦略的に取り組むべき研究分野におい

て画期的な成果を創出し、計算科学技術の飛躍的な発展を図ることを目的に、下記取組を実施

する。 

○ 社会的・学術的に大きなブレークスルーが期待できる分野（戦略分野）において達成すべ 

き目標（戦略目標）を定め、当該目標に沿った研究開発を推進する 

○ 各戦略分野において、下記取組を行い、我が国の計算科学技術推進体制の構築を図る 

    ・次世代スパコンと他の計算資源を効率的に利用するためのマネジメント 

    ・戦略分野における次世代スパコン利用に際しての研究支援協力 

    ・人材育成 

    ・人的ネットワークの形成（研究会、セミナー等の開催） 

・研究成果の普及 

    ・分野を超えた取組の推進 

４．各観点からの評価 

 （１）必要性 

  ○ 国費を用いた研究開発としての意義（国の関与の必要性） 

計算科学技術は計算機上に対象となる現象を仮想的に再現することで、予測、解析、

可視化等を可能にし、実験や観測あるいは理論的解析が困難な現象の解明、産業にお

ける製品開発の効率化などに大きく貢献するため、科学技術の発展や我が国の国際競

争力の向上のために極めて重要である。このような認識のもと、第３期科学技術基本

計画（平成１８年３月閣議決定）においては、次世代スーパーコンピューティング技

術を、本計画期間中に集中的に投資すべき基幹技術（国家基幹技術）として位置付け

ている。 

これを踏まえ、文部科学省では、平成１８年度から、次世代スーパーコンピュータ

プロジェクトを開始し、平成２４年の完成を目指した次世代スーパーコンピュータの

開発・整備を行っている。このような中、次世代スーパーコンピュータの有する性能

を最大限活用することにより、様々な研究分野において画期的な成果を創出し、計算

科学技術の飛躍的な発展をはかるため、科学技術・学術審議会の下の作業部会では、

次世代スパコンの利活用の基本的な方針として、多様な研究者のニーズに応えるとと
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もに、戦略的・重点的に研究を推進する戦略的利用の導入を提言した。また、戦略的 

利用を具体化するために、社会的・学術的に大きなブレークスルーが期待できる分野

（戦略分野）を国が設定するとともに、当該分野における研究開発等を牽引する機関

（戦略機関）を決定し、戦略的・重点的な取組を行う「戦略プログラム」を創設する

ことが提言された。    

本施策は以上の提言を具現化するものであり、次世代スパコン施設を中核として、

我が国の研究開発そのものに革新をもたらすシミュレーションへの取組と我が国の

計算科学技術に関する研究ポテンシャルの結集を関係機関の強力な連携の下で実現

するためにも実施する必要がある。 

 

（２）有効性 

 ○ 研究開発の質の向上への貢献  

本事業を実施することにより、下記効果が期待される。 

    ①戦略的利用による研究成果そのものが、科学的・社会的なブレークスルーをもた 

らすものである。また、研究成果を通じた各分野における計算科学技術への理解

増進や、分野横断的な研究開発の進展等により、様々な分野で計算科学技術が定

着し、我が国の研究開発そのものに革新をもたらす。 

   ②戦略的利用の成果が、一般的利用(次世代スパコンにおいて多様な研究者のニーズ 

に応える利用形態)や大学・公的研究機関で行われるシミュレーション研究にも好

影響を及ぼし、我が国全体としてより高いレベルの研究の展開が期待できる。 

 ○ 人材の養成 

  本事業を実施することにより、先端的な研究開発の実践の場において、それぞれの分 

野に特有の技術や知見を持つ人材が育ち、さらに、様々な分野との連携が進められるこ 

とから、そうした人材が今後の我が国の計算科学技術の担い手になることが期待される。 

 

 （３）効率性 

  ○ 計画・実施体制の妥当性  

本事業の実施に当たっては、各戦略分野ごとに次世代スパコンを中心とした研究教

育拠点の形成を促進するとともに、戦略分野間の連携も図ることとしており、各分野

における様々な目的を持った利用者がより効果的・効率的に適切なシミュレーション

を行うことが可能となる。また、計算科学技術全体の裾野が拡大されることにより、

研究開発や企業活動における効率化が見込まれる。 

  ○ 目標・達成管理の向上方策の妥当性 

      本事業は平成２１年度に戦略プログラムの実行可能性調査、２２年度に準備研究、

２３年度から戦略プログラムの本格実施と、段階が分かれており、段階ごとに次世代

スーパーコンピュータ戦略委員会において評価を実施することとしており、適宜進捗

状況の把握、実施内容の見直しが行える体制となっている。 
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５．総合評価 

  本事業は、次世代スパコンにおける研究開発の推進に不可欠なものであると同時に、

今後の我が国における計算科学技術の発展に寄与するものであることから、着実に実施

すべき課題と判断する。また、上記のとおり、手段の適正性（有効性・効率性）につい

ても、現段階での計画として十分検討されているものと判断する。 

  

 

 

５ 


	資料2 事前評価ポンチ絵(改)P.2.pdfから挿入したしおり
	スライド番号 1


